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羽ばたけ！
遠野のわらすっこ！
　３月２日、遠野緑峰高校の卒業式が行われました。
今年も、卒業証書は卒業生一人ひとりがホップ蔓
から作成した和紙の証書です。
　式の最後には、感謝の気持ちを込め卒業生が１年
をかけて育てた花を、涙をこらえながら直接保護者
に手渡しました。
　52名の卒業生がそれぞれの道へ旅立ちます。
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５つのチャレンジ
平成29年度当初予算概要

羽ばたく！ 遠野スタイル
総額 177億9,000万円

一般会計

道の駅魅力アップ事業費

伊能嘉矩
生誕150年
記念事業費

道の駅「遠野風の丘」の駐車場、店舗等
の施設、防災機能の充実を目的に、事
業の基本設計の委託料や西側駐車場造
成工事を行う。

郷土出身の偉人で人類学者の
伊能嘉矩生誕150年を記念
し、特別展やパネル展のほか、
台湾から講師を招いて遠野文
化フォーラムを開催。

7,753
万円

682
万円

わさび生産振興事業費

本市を会場に開催される全国わさび
生産者大会をバックアップし、遠野
産わさびを全国にPRする。

800
万円

新規

保育所施設整備事業費 大府市児童交流事業費

附馬牛町に児童館との合築に
よる保育所を整備する。

友好都市の愛知県大府市との児童交流が 10
周年を迎えるにあたり記念事業が行われる。

8,685
万円

238
万円

新規 新規

新規

目玉

ふるさとの街賑わい創出事業費
遠野まちなか再生事業費

市役所本庁舎周辺や宮守町の中心部な
ど、まちなかをさらに盛り上げる。

老朽化している宮守体育館の屋根、
外壁、照明等をリニューアル。

1,068
万円

1 億
4,740

万円

目玉

１　産業振興・雇用の確保
　　・�ICT を活用した働き方、暮らし方の新たなスタイルを提案する「遠野型ふるさとテレワーク推進事業」

に取り組む。
　　・�台湾との経済交流を中心とした「六次産業化・地産地消推進事業」「外国人おみやげ販売促進事業」

を実施。
　　・�遠野東工業団地周辺の整備。

４　地域コミュニティー再構築
　　・�「地区一括交付金」の対象モデル地区をこれまでの１地区から３地区に拡大し、地域の実情に合った

地域づくりを支援。
　　・�「地区まちづくり計画」の策定作業を支援し、生涯学習による潤いのある暮らし、消防団と一体とな

った災害に強いまちの再構築。
　　・郷土芸能による文化の薫りと笑顔あふれる充実した地域コミュニティーの再構築の応援。

５　人づくり・健康づくり・地域づくり
　　・第三セクターの経営改革。
　　・�市内福祉施設従業者らによる地域イノベーション活動への

支援。
　　・高齢者の就業機会創出への助成。
　　・地域おこし協力隊の起業による活性化策。
　　・海外経済交流活動への挑戦。
　　・災害公営住宅の整備による新たな復興支援。

２　少子化対策・子育て支援
　　・男女の出会いの場を積極的に創出する「とおのスタイル結婚応援事業」に取り組む。
　　・子どもたちの健全な育成を図るため、新生児の聴覚検査への費用助成。
　　・中学生の英語力強化に向け、英検を受けるための費用を助成。
　　・一般財団法人遠野市文化振興財団の協力による小学生への英語教育の実践。

３　まちなか再生
　　・市道新穀町通り線の歩道融雪化。　　・宮守町体育館の改修工事。
　　・�「ｍｍ１」のリニューアルオープンに合わせて図書館機能や SL 展示コーナーなどを設け、「宮守地域

活性化センター」として、宮守町の中心市街地の活性化を図る。
　　・遠野駅前通りにある11か所のポケットパーク（民話等にまつわるモニュメントを設置）の再整備。

議会の運営に
0.9％

行政計画の推進の
ために
14.7％

福祉の充実と
生活の安定化
のために
26.6％

農業林業畜産業などの
活性化に
6.9％

商業等の振興に
3.9％

道路や公園などの
整備のために
9.5％

消防、防災、
救助活動に
3.3％

教育環境の充
実と生涯学習
のために
9.7％

災害の復旧に
1.3％

借りたお金の
返済に 15.3％

0%
0.1％

使うお金

【予備費】
【公債費】

【災害復旧費】

【教育費】

【消防費】

【土木費】

【商工費】

【農林水産業費】 【労働費】

【衛生費】

【民生費】

【総務費】

【議会費】

【諸支出金】

   雇用の拡大、
定着などに
0.1％

177億9千万円

病気の予防や
ごみ処理などに

7.7％

自主財源自主財源

依存財源

みなさんからの税金
（市税）
14.1％

繰入金や
諸収入など
13.2％

国の税金から配分されたお金
（地方交付税）

借りるお金
（市債）
8.0％

その他（地方譲与税・
交付金など）
4.5％

入るお金
177億9千万円

41.5％

依存財源

県からの補助金
（県支出金）
6.7％

国からの補助金
（国庫支出金）
12.0％

グラフで見る平成29年度一般会計予算

健康スポーツ施設
整備事業費

新規

写真：建設予定地

平成29年度当初予算概要 平成29年度当初予算概要
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予
算
等
審
査
特
別
委
員

会
の
審
議
で
は
、
特
に
次

の
こ
と
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

　

遠
野
市
民
セ
ン
タ
ー
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で

は
、
使
用
料
等
の
見
直
し

の
根
拠
、
他
自
治
体
の
施

設
と
の
整
合
性
、「
子
育

て
す
る
な
ら
遠
野
」
を
標

榜
す
る
遠
野
市
と
し
て
の

姿
勢
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
に
お
い
て
、
議
会

と
し
て
の
認
識
の
整
理
が

必
要
と
の
判
断
か
ら
、
予

算
等
審
査
特
別
委
員
会
の

審
議
を
一
時
中
断
し
、
議

員
間
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

討
議
の
結
果
、
児
童
生

徒
に
配
慮
し
た
使
用
料
等

の
設
定
、
市
民
の
使
用
料

等
と
市
外
か
ら
訪
れ
る
利

用
者
の
使
用
料
等
と
の
区

別
な
ど
を
適
正
化
す
る
こ

と
を
議
会
と
し
て
要
望
す

る
こ
と
と
し
、
引
き
続
き

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
委
員
会
の
審
議

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
当
局
は
、「
基
本
的

に
は
利
用
者
負
担
の
原
則

に
基
づ
く
も
の
で
、
重
要

施
策
へ
配
慮
し
議
論
を
尽

く
し
て
最
善
の
形
で
提
案

し
た
。
様
々
な
角
度
か
ら

の
貴
重
な
意
見
を
重
く
受

け
止
め
、
次
の
改
定
に
は

改
善
に
向
け
て
検
討
を
加

え
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
25
号
の
遠
野
市

一
般
会
計
予
算
で
は
、
道

の
駅
「
遠
野
風
の
丘
」
の

魅
力
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
、
交
通
網
が
整
備
さ
れ

る
中
で
の
改
修
の
目
的
、

よ
り
整
備
の
効
果
の
上
が

る
産
業
振
興
、
防
災
機
能

に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、

反
対
・
賛
成
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
討
論
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。）

議 

案 

第 

25 

号

反
対
討
論

�

菊
池
　
　
充
　
議
員

　

風
の
丘
機
能
充
実
整
備

予
算
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
９
月
定
例
会
に
お
い

て
、
遠
野
イ
ン
タ
ー
開
通

後
の
利
用
実
態
や
車
両
の

停
滞
状
況
の
調
査
を
し
た

上
で
対
応
す
べ
き
と
い
う

理
由
か
ら
反
対
し
た
経
緯

が
あ
る
。

　

今
回
提
案
さ
れ
た
道
の

駅
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
は
、

遠
野
イ
ン
タ
ー
開
通
後
の

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る

と
い
う
実
態
が
明
ら
か
と

な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

事
業
計
画
を
急
ぐ
こ
と

や
、
新
た
に
防
災
機
能
の

施
設
を
整
備
す
る
等
、
そ

の
必
要
性
や
緊
急
性
に
つ

い
て
の
説
明
責
任
を
果
た

し
て
い
な
い
。

　

今
後
、
本
計
画
は
平
成

30
年
か
ら
の
３
年
間
で
総

額
10
億
７
３
０
０
万
円
ほ

ど
の
事
業
費
を
見
込
ん
で

い
る
が
、
平
成
30
年
度
開

通
予
定
の
遠
野
住
田
イ
ン

タ
ー
開
通
後
の
交
通
量
や

利
用
実
態
を
調
査
し
た
上

で
、
実
施
の
有
無
に
つ
い

て
の
方
向
性
を
出
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す

る
。賛

成
討
論

�

瀧
本
　
孝
一
　
議
員

　

今
後
の
道
路
網
の
整
備

完
了
後
に
お
け
る
交
通
量

の
変
動
、
観
光
客
の
推
移

な
ど
を
見
極
め
て
か
ら
と

い
う
慎
重
意
見
も
大
事
な

こ
と
だ
が
、
人
口
減
少
、

消
費
経
済
活
動
の
衰
退
、

ネ
ッ
ト
社
会
の
拡
大
、
価

値
観
や
趣
味
・
娯
楽
の
多

様
化
な
ど
、
ま
す
ま
す
人

の
動
き
や
社
会
の
動
態
が

不
透
明
化
す
る
中
で
、
将

来
の
予
測
は
計
り
知
れ
な

い
難
し
さ
が
あ
る
。

　

先
を
見
据
え
る
姿
勢
も

極
め
て
有
効
な
戦
略
。
行

政
が
限
ら
れ
た
予
算
の
貴

重
な
税
金
を
使
い
、
様
々

な
事
業
を
計
画
し
て
推
進

す
る
こ
と
は
、
時
に
は
難

題
な
リ
ス
ク
を
背
負
う
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
の
事

業
費
の
予
算
化
は
、
こ
れ

か
ら
の
風
の
丘
の
命
運
を

左
右
す
る
重
要
な
事
業
で

あ
り
、
議
会
と
し
て
も
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し

な
が
ら
、
最
終
的
に
は
実

り
あ
る
決
算
と
な
る
こ
と

を
願
い
賛
成
す
る
。

　
平
成
29
年
３
月
定
例
会
が
、
２
月
24
日
に
招
集

さ
れ
、
３
月
10
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
の
施
政
方
針
演
述
及
び

教
育
長
の
教
育
行
政
推
進
基
本
方
針
演
述
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
に
８
人
の
議
員
が
登

壇
し
、
市
政
を
問
い
ま
し
た
。

　
提
案
さ
れ
た
条
例
11
件
、
平
成
29
年
度
一
般
会

計
予
算
ほ
か
14
件
、
そ
の
他
６
件
の
全
32
議
案
を

原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
の
最
終
日
で
は
、
人
事
案
件
４
件
が

追
加
提
案
さ
れ
た
他
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書

２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

請
　
願

◆
請
願
第
１
号　

中
山
間
地
域
に
お
け
る

農
業
経
営
支
援
に
関
す

る
請
願

［
請
願
者
］
遠
野
市
認
定
農
業
者

協
議
会  

会
長  

佐
々
木  

準
光 

�

（
採
択
）

議
員
発
議

　

今
定
例
会
で
は
、
２
件

の
議
員
発
議
案
（
意
見
書

２
件
）が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

意  

見  

書

◆
発
議
案
第
１
号

中
山
間
地
域
に
お
け
る

農
業
経
営
支
援
に
関
す

る
意
見
書

　

当
市
に
多
く
見
ら
れ
る

中
山
間
地
域
で
は
、
水
田

の
大
規
模
化
が
困
難
で
、

国
の
進
め
る
農
業
経
営
所

得
安
定
対
策
等
に
よ
る
支

援
を
十
分
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

国
に
対
し
て
、
中
山
間

地
域
の
水
田
農
業
の
担
い

手
を
支
え
る
た
め
、
担
い

手
の
経
営
支
援
と
し
て
の

日
本
型
直
接
支
払
制
度
の

交
付
単
価
ア
ッ
プ
、
収
入

減
少
緩
和
対
策
、
認
定
農

業
者
や
営
農
組
合
へ
の
支

援
な
ど
を
求
め
る
。

◆
発
議
案
第
２
号

過
疎
地
域
の
追
加
と
過

疎
対
策
事
業
債
の
対
象

事
業
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
の

結
果
が
ま
と
ま
り
、
調
査

開
始
以
来
、
初
め
て
人
口

減
少
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

過
疎
地
域
の
財
政
状
況

が
厳
し
さ
を
増
し
、
過
疎

対
策
事
業
債
の
需
要
が
大

き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
国
勢
調

査
に
基
づ
く
過
疎
地
域
の

指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
平

成
22
年
度
及
び
平
成
26
年

度
改
正
と
同
様
に
現
行
市

町
村
に
追
加
し
て
指
定
す

る
こ
と
と
、
過
疎
対
策
事

業
債
の
対
象
事
業
を
拡
充

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

道
の
駅
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
費
の
予
算
等
を
審
議
・可
決

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 14 15 16 17

議員氏名

小
林　
立
栄

菊
池　
美
也

萩
野　
幸
弘

瀧
本　
孝
一

多
田　
勉

菊
池　
由
紀
夫

佐
々
木
大
三
郎

菊
池　
巳
喜
男

照
井　
文
雄

荒
川　
栄
悦

菊
池　
充

瀧
澤　
征
幸

細
川　
幸
男

浅
沼　
幸
雄

多
田　
誠
一　

安
部　
重
幸

議案第25号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○
� ※議長は採決に加わりません。○は賛成、●は反対。　※全員賛成、または全員反対以外は、賛否の内訳を表記します。

賛 

否 

の 

公 

表 

3
月
定
例
会

3 月 定 例 会 3 月 定 例 会
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議
会
で
は
、
昨
年
行
わ

れ
た
「
市
民
と
議
会
と
の

懇
談
会
」で
、市
民
か
ら
出

さ
れ
た
意
見
・
要
望
等
の

う
ち
３
つ
の
項
目
に
つ
い

て
、
昨
年
11
月
29
日
、「
提

言
書
」と
し
て
市
長
へ
提

出
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
提
言
に
と
ど

ま
ら
ず
、
検
証
・
評
価
に

つ
な
げ
て
い
き
、
行
政
当

局
の
実
効
性
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

提
言　
１

　

防
災
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

回
答
要
旨

　

一
級
河
川
早
瀬
川
の
材

木
町
側
の
堤
防
は
、
低
く

見
え
る
が
、
流
下
断
面
は

河
川
改
修
計
画
の
通
り
に

確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
今
、
大
型
台
風
が
猛

威
を
ふ
る
い
、
本
市
で
も

被
害
を
被
っ
た
。
引
き
続

き
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

岩
手
県
遠
野
土
木
セ
ン
タ

ー
に
早
瀬
川
を
含
め
た
遠

野
市
管
内
の
河
川
の
適
切

な
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

現
在
実
施
し
て
い
る
以
上

に
拡
充
・
実
施
す
る
よ
う

要
望
し
て
い
く
。

提
言　

２

　

市
内
の
児
童
館
、
児

童
ク
ラ
ブ
施
設
の
整
備

に
つ
い
て

回
答
要
旨

　

市
内
の
児
童
館
及
び
児

童
ク
ラ
ブ
の
現
状
に
つ
い

て
、
一
部
の
施
設
で
は
手

狭
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
白
岩
児
童
館
に
つ
い

て
は
、
前
期
基
本
計
画
で

設
計
を
行
い
、
後
期
基
本

計
画
で
整
備
す
る
見
込

み
。
ま
た
、
青
笹
児
童
館

に
つ
い
て
は
、
保
育
園
と

合
築
し
て
い
る
施
設
で
あ

り
、
遠
野
市
保
育
協
会
と

も
協
議
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
保
育
園
部
分
の

改
修
の
検
討
と
併
せ
て
児

童
館
部
分
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。

　

な
お
、
市
は
現
在
、
児

童
館
だ
け
で
は
な
く
保
育

園
に
つ
い
て
も
児
童
数
の

減
少
を
考
慮
し
な
が
ら
、

市
内
全
域
の
施
設
整
備
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

提
言　
３

　

営
農
組
織
の
法
人
化

へ
の
支
援
に
つ
い
て

回
答
要
旨

　

平
成
27
年
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

法
人
化
で
き
な
い
理
由
と

し
て
多
か
っ
た
の
が
、「
担

い
手
・
リ
ー
ダ
ー
・
事
務
局

の
人
材
不
足
」で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、「
遠
野
市
集
落

営
農
組
合
連
絡
協
議
会
」

が
主
体
と
な
っ
た
研
修
会

の
開
催
や
、
市
の
単
独
事

業
で
あ
る
「
集
落
営
農
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
策

定
事
業
」で
の
支
援
ほ
か
、

昨
年
８
月
か
ら
は
集
落
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
常
駐

さ
せ
、
既
存
組
織
の
状
況

把
握
や
組
織
の
立
ち
上
げ

を
検
討
し
て
い
る
地
域
を

積
極
的
に
訪
問
し
、
集
落

営
農
組
織
の
発
展
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
県
・
農
協
等

関
係
機
関
の
連
携
を
更
に

強
い
も
の
と
し
、
今
後
の

集
落
営
農
組
織
の
安
定
的

な
農
業
経
営
を
強
力
に
支

援
し
て
い
く
。

３月定例会議案審議結果

市
民
の
声
を
市
政
へ

市
か
ら
回
答
書
が
示
さ
れ
ま
し
た

議　　　案　　　名 賛成 反対
議 案 第１号 遠野市市税条例等の一部を改正する条例の制定について 全員賛成
議 案 第２号 遠野市防災基本条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成
議 案 第３号 遠野テレビ伝送路設備改修工事の変更請負契約の締結について 全員賛成
議 案 第４号 平成28年度遠野市一般会計補正予算（第７号） 全員賛成
議 案 第５号 平成28年度遠野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全員賛成
議 案 第６号 平成28年度遠野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 全員賛成
議 案 第７号 平成28年度遠野市介護保険特別会計補正予算（第２号） 全員賛成
議 案 第８号 平成28年度遠野市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第３号） 全員賛成
議 案 第９号 平成28年度遠野市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 全員賛成
議案第 10 号 平成28年度遠野市水道事業会計補正予算（第３号） 全員賛成
議案第 11号 遠野市民センター条例等の一部を改正する条例の制定について 全員賛成

議案第 12 号 遠野市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び遠野市企業職員の給
与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成

議案第 13 号 遠野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成
議案第 14 号 遠野市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成
議案第 15 号 遠野市中心市街地活性化センター条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成
議案第 16 号 遠野市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成
議案第 17 号 遠野市小規模給水施設設置条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成
議案第 18 号 遠野市立図書館条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成
議案第 19 号 遠野市保育料条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成
議案第 20 号 公の施設の指定管理者の指定について（遠野市民会館・遠野市勤労青少年ホーム） 全員賛成
議案第 21号 公の施設の指定管理者の指定について（遠野市かしわぎだいら交流施設） 全員賛成

議案第 22 号 公の施設の指定管理者の指定について（伝承園・遠野市情報交流センター・
遠野ふるさと村・遠野市たかむろ水光園） 全員賛成

議案第 23 号 市道路線の廃止について 全員賛成
議案第 24 号 市道路線の変更について 全員賛成
議案第 25 号 平成29年度遠野市一般会計予算 14 2
議案第 26 号 平成29年度遠野市国民健康保険特別会計予算 全員賛成
議案第 27 号 平成29年度遠野市後期高齢者医療特別会計予算 全員賛成
議案第 28 号 平成29年度遠野市介護保険特別会計予算 全員賛成
議案第 29 号 平成29年度遠野市ケーブルテレビ事業特別会計予算 全員賛成
議案第 30 号 平成29年度遠野市農業集落排水事業特別会計予算 全員賛成
議案第 31号 平成29年度遠野市下水道事業特別会計予算 全員賛成
議案第 32 号 平成29年度遠野市水道事業会計予算 全員賛成
議案第 33 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（中浜清輝氏） 同　　意
議案第 34 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（荒田美知子氏） 同　　意
議案第 35 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（畠山信秀氏） 同　　意
議案第 36 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（佐々木昭子氏） 同　　意
発議案第１号 中山間地域における農業経営支援に関する意見書の提出について 全員賛成
発議案第２号 過疎地域の追加と過疎対策事業債の対象事業の拡充を求める意見書の提出について 全員賛成

市 民 の声   このコーナーでは、市民のみなさまから議会に寄せられたご意見等について一部ご紹介します。
（文章は、原文のままですが、長い場合は抜粋して掲載しています。）

議会だよりを読ませて頂き、議員の皆様が各地、

各方面に視察、研修に出向かれ、より良い遠野市

づくりに、頑張っておられる事を知り、これからも、

からだに気をつけながら住みよい遠野づくりをよろ

しくお願い致します。� （松崎町　61歳　女性）

クイズの答え探しのため読み返しま

す。広報作成のアイデア、読みやすさ

を期待しています。

� （綾織町　69歳　女性）

毎号読んでいます。子供が２人いるので、どうして

も子育て対策に関心があります。「産んでも大丈夫」

というメッセージの発信を、とありましたが、子育て

が大変！というのは、もちろんなのですが、お金がか

かりすぎます。国会では、大学まで無償化などが討

論されていますが、遠野市でもぜひ、子育てにかか

るお金がなるべくかからないような政策を考えていた

だきたいです。� （青笹町　33歳　女性）
働いていますのでテレビでの議会の様子がわ

からないでいますので「議会だより」を読む

のが楽しみです。（山形県米沢市川西町の議

会の取り組みを参考にし活動してください）

№48の表紙がよかったです。ファンタジー

の練習が楽しく熱が入っていることがわかり

ました。雰囲気が素晴らしいです。子供たち

が元気ですね。� （上郷町　女性　52歳）

市内に散在する大小の問題に取り組む市政・

議員の皆様の様子を詳しく伺い知ることができ

ます。遠野市発展のため、意欲的な検討を期

待します。� （宮守町　59歳　女性）

だよりの表紙がとってもしたしみを感じ

て中を読みました。けっこうわかりやす

いです（私にも）。クイズがあるとは思い

ませんでした。�（宮守町　女性　63歳）

　市民の皆様と遠野の未来や地域課題について意見
を交わし、政策に活かすための懇談会を開催します。

期間：４月25日（火）～ 28日（金）
時間、会場の詳細は各地区センターでお知らせする
ほか、議員から皆様をお誘いします。どなたでも参
加できます。ワークショップ方式も取り入れます。

『さあ！遠野の未来をかだってみよう！！』

3 月 定 例 会市民の声を市政へ
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〔
調
査
日
〕

　

平
成
29
年
１
月
12
日

〔
調
査
研
修
箇
所
〕

　

あ
す
も
あ
遠
野

〔
参
加
議
員
〕

17
名

　

市
政
調
査
会
の
１
月
例

会
と
し
て
二
つ
の
調
査
を

行
な
っ
た
。

①
「
遠
野
市
本
庁
舎
建
設

工
事
の
進
捗
状
況
と
工
事

期
間
の
大
幅
な
遅
れ
の
原

因
に
つ
い
て
」

　

地
下
１
階
の
掘
削
工
事

に
お
い
て
、
大
量
の
地
下

水
が
出
水
し
た
こ
と
、
周

辺
住
民
の
井
戸
が
45
カ
所

も
有
り
対
応
に
追
わ
れ
、

難
航
し
た
こ
と
な
ど
が
原

因
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
非
常
用

発
電
機
の
設
置
や
屋
上
に

ソ
ー
ラ
ー
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
、

質
問
が
あ
っ
た
。

　

新
庁
舎
の
工
期
は
本
年

７
月
末
ま
で
で
、
９
月
供

用
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

②
「
遠
野
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
事
業
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
27

年
11
月
か
ら
事
業
化
に
向

け
て
検
討
さ
れ
、
平
成
28

年
12
月
の
移
住
者
等
起
業

支
援
拠
点
施
設
開
所
ま
で

約
１
年
か
か
っ
た
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
10

名
の
募
集
に
対
し
４
７
８

名
の
応
募
が
あ
り
、
現
在

９
名
の
隊
員
が
遠
野
に
移

住
し
活
動
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

ビ
ー
ル
、
発
酵
、
低
コ

ス
ト
住
宅
、
遠
野
デ
ザ
イ

ン
、
遠
野
の
食
に
つ
い
て

等
、
多
種
多
様
な
取
り
組

み
で
、
第
１
次
、
第
２
次
、

第
３
次
産
業
を
横
軸
に
、

６
次
産
業
を
縦
軸
と
し
た

総
合
産
業
の
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
が
大
い
に
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

し
っ
か
り
見
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
と
感
じ
た
。

新
庁
舎
建
設
・
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業

進
捗
状
況
を
調
査�

市
政
調
査
会

〔
調
査
日
〕

　

平
成
29
年
１
月
12
日

〔
調
査
研
修
箇
所
〕

　

あ
す
も
あ
遠
野

〔
参
加
議
員
〕

　

17
名

　

第
４
回
委
員
会
を
開
催

し
、
市
当
局
か
ら
説
明
を

受
け
た
。
調
査
項
目
は
２

点
で
、
原
木
し
い
た
け
の

取
り
組
み
状
況
と
汚
染
牧

草
の
管
理
状
況
、
そ
し
て

今
後
の
処
理
方
針
に
つ
い

て
で
あ
っ
た
。

　

原
木
し
い
た
け
の
新
た

な
植
菌
本
数
は
、
汚
染
処

理
本
数
28
万
２
千
本
に
対

し
て
17
万
９
千
本
の
見
込

み
で
あ
る
。
43
名
の
生
産

者
中
、
一
部
解
除
は
22
名

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
今

後
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
生
産
者
全
員
の
全
面

解
除
に
向
け
た
除
染
対
策

と
放
射
能
汚
染
ホ
ダ
木
チ

ッ
プ
１
７
６
０
ト
ン
の
焼

却
処
分
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
た
。

　

汚
染
牧
草
に
つ
い
て

も
、
処
分
方
法
が
決
定
し

て
い
な
い
た
め
、
ラ
ッ
プ

の
劣
化
と
腐
敗
防
止
の
た

め
に
、
現
在
３
カ
所
に
保

管
し
て
い
る
４
６
２
６
個

１
１
７
０
ト
ン
を
再
ラ
ッ

プ
し
、
２
カ
所
に
集
約
。

今
後
の
焼
却
処
分
に
向
け

て
管
理
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
あ
り
、
委
員
会
と
し

て
は
県
内
の
関
係
市
町
が

一
体
と
な
っ
て
、
県
や
国

に
対
し
て
早
急
な
対
応
を

求
め
て
い
く
こ
と
を
強
く

要
望
し
た
。

中
長
期
的
な
目
で
地
域

活
性
化
に
向
け
た
効
果

が
注
目
さ
れ
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊

再ラップ化され集約保存されている汚染牧草
宮守町の西部集中保管施設

放
射
能
汚
染
対
策
調
査
特
別
委
員
会
報
告

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

区
画
整
理
事
業
の
保
留

地
処
分
の
見
込
み
は

問　
稲
荷
下
第
二
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
の
保
留

地
は
何
筆
で
、
見
直
し
は

あ
る
か
。

答　
区
画
整
理
は
予
定
通

り
進
め
ら
れ
た
が
、
保
留

地
は
４
筆
増
え
て
21
筆
あ

る
。
現
在
、
４
筆
売
却
予

定
で
あ
り
、
そ
の
他
２
筆

に
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。

問　
売
却
価
格
の
見
直
し

に
は
、
地
元
周
辺
の
方
々

の
理
解
や
協
力
も
必
要
と

考
え
る
が
。

答　
平
成
27
年
度
評
価
員

会
に
土
地
の
評
価
に
つ
い

て
諮
り
、
そ
の
結
果
を
審

議
会
へ
報
告
し
、
価
格
を

見
直
し
て
保
留
地
の
売
却

を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
治
会
や
地
域

の
皆
様
に
も
理
解
し
て
も

ら
い
な
が
ら
取
り
組
む
。

吉
祥
園
裏
の
法
面
を
調

査問　
調
査
の
目
的
は
。

答　
東
日
本
大
震
災
発
災

後
、
建
物
等
に
地
盤
沈
下

が
認
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で

吉
祥
園
裏
の
法
面
を
測
量

し
、
法
面
の
安
全
性
を
確

認
す
る
。
併
せ
て
必
要
な

地
質
調
査
を
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。

問　
発
災
後
６
年
が
経
過

し
て
い
る
。
こ
の
間
、
不

安
を
抱
え
た
ま
ま
だ
っ
た

の
か
。

答　
建
物
裏
の
法
面
は
、

目
視
で
は
変
化
が
見
受
け

ら
れ
な
い
。し
か
し
、１
０

０
％
安
全
か
と
問
わ
れ
れ

ば
判
断
が
で
き
な
い
。
改

め
て
調
査
し
、
安
全
性
を

再
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
運
動
施
設
の
使
用
料

に
つ
い
て
条
例
の
一
部

を
改
正

問　
ど
の
よ
う
な
考
え
の

も
と
、
陸
上
競
技
場
と
多

目
的
運
動
広
場
の
使
用
料

を
改
定
し
よ
う
と
す
る
の

か
。

答　
陸
上
競
技
場
と
多
目

的
運
動
広
場
は
、
国
体
開

催
に
合
わ
せ
て
天
然
芝
を

整
備
し
、
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
た
施
設
で
あ
り
、
受

益
者
負
担
の
適
正
を
図
る

た
め
に
改
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

問　
他
自
治
体
と
の
比
較

は
さ
れ
た
の
か
。

答　
県
営
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
な
ど
を
参
考
に
料

金
を
設
定
し
た
。
多
面
的

な
視
点
で
検
討
し
、
公
平

性
は
保
た
れ
て
い
る
と
考

え
る
。

問　
利
用
者
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
る
。
関
係
団
体
か

ら
の
意
見
聴
取
は
。

答　
国
体
記
念
公
園
市
民

サ
ッ
カ
ー
場
の
料
金
改
定

を
含
め
、
サ
ッ
カ
ー
協
会

等
、
関
係
団
体
と
協
議
し

た
上
で
の
提
案
で
あ
る
。

問　
市
民
の
使
用
料
と
、

市
外
か
ら
訪
れ
る
利
用
者

と
の
料
金
設
定
に
区
分
を

設
け
る
考
え
は
。

答　
市
民
利
用
者
の
ほ
と

ん
ど
は
市
の
主
催
行
事
や

社
会
教
育
団
体
で
あ
り
、

市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

規
則
に
よ
る
減
免
基
準
に

よ
り
対
応
し
て
い
る
。
市

民
と
市
外
の
利
用
者
や
児

童
生
徒
に
配
慮
し
た
料
金

設
定
に
つ
い
て
、
更
に
検

討
を
続
け
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
は

問　
か
し
わ
ぎ
だ
い
ら
交

流
施
設
の
前
回
の
契
約
期

間
と
今
回
の
契
約
期
間
は
。

答　

前
回
は
10
年
で
あ

り
、
今
回
は
業
者
と
協
議

の
上
で
３
年
で
あ
る
。

問　
営
業
に
よ
り
、
収
入

が
あ
っ
た
場
合
は
誰
が
受

け
取
る
か
、
も
し
赤
字
に

な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答　
営
業
収
入
は
指
定
管

理
者
に
入
り
、
指
定
管
理

料
で
賄
え
な
い
赤
字
の
場

合
は
、
指
定
管
理
者
が
責

任
を
持
つ
。

問　
民
間
感
覚
を
生
か
し

た
有
効
活
用
は
で
き
な
い

か
。

答　
新
た
な
契
約
の
も
と

で
、
自
主
的
な
活
用
を
協

議
し
て
い
き
た
い
。

問　
現
在
の
鱒
沢
や
な
場

と
の
関
連
に
つ
い
て
は
。

答　
管
理
は
地
元
の
自
治

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
16
人
の
議
員
で

構
成
、
委
員
長
荒
川
栄
悦
議
員
、
副
委
員
長
細
川
幸
男
議
員
）

は
、
条
例
11
件
、
予
算
15
件
、
そ
の
他
６
件
に
つ
い
て
付
託

を
受
け
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
今
後
の
施
策
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
32
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

国体開催に合わせ芝生をグレードアップした陸上競技場

調査・研修報告予算等審査特別委員会
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い
る
。
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

遠
野
物
語
め
ぐ
り
号
廃

止
に
よ
る
影
響
と
対
策

は問　
利
用
者
の
減
少
と
運

転
手
の
不
足
に
よ
り
、
遠

野
物
語
め
ぐ
り
号
が
平
成

29
年
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
か

ら
廃
止
に
な
る
。
点
在
す

る
観
光
施
設
へ
の
交
通
の

手
段
が
減
る
が
、
観
光
へ

の
影
響
は
な
い
か
。

答　
仙
台
な
ど
各
地
で
観

光
Ｐ
Ｒ
し
誘
客
に
繋
げ
て

お
り
、
め
ぐ
り
号
廃
止
に

よ
る
大
き
な
影
響
は
考
え

て
い
な
い
。
他
の
交
通
手

段
と
し
て
タ
ク
シ
ー
や
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
あ
る

が
、
市
内
旅
行
会
社
に
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行
を
協

議
し
て
い
る
。

問　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

利
用
促
進
を
図
る
に
は
、

歩
道
・
車
道
・
サ
イ
ク
リ

ン
グ
レ
ー
ン
の
分
離
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問　
め
ぐ
り
号
廃
止
で
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
活
躍
の
場
が
失
わ
れ
る
。

代
わ
り
の
場
を
増
や
す
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
釜
石
線
Ｓ
Ｌ
客
車
の

中
で
観
光
Ｐ
Ｒ
を
す
る
な

ど
、
新
た
な
活
躍
の
場
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。

道
の
駅
魅
力
ア
ッ
プ
事

業
の
必
要
性
は

問　
遠
野
イ
ン
タ
ー
開
通

後
の
風
の
丘
の
交
通
車
両

等
の
実
態
は
。

答　
風
の
丘
の
販
売
額
は

10
％
減
、
交
通
量
は
40
％

減
と
な
っ
て
い
る
。

問　
販
売
額
、
交
通
量
が

減
少
と
な
っ
て
い
る
状
況

下
で
な
ぜ
整
備
が
必
要
な

の
か
。

答　
平
成
30
年
度
に
は
道

路
整
備
等
に
よ
り
交
通
体

系
が
変
わ
る
。
そ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
整
備
し
相
乗
効

果
を
図
っ
て
い
く
。

問　
平
成
30
年
度
の
開
通

後
の
利
用
状
況
を
見
な
が

ら
計
画
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

答　
風
の
丘
の
位
置
付
け

に
は
産
業
振
興
と
観
光
振

興
の
役
割
が
大
き
い
。
交

通
量
の
減
少
を
座
し
て
待

つ
の
で
は
な
く
呼
び
込
む

と
い
う
意
気
込
み
で
整
備

を
図
る
。

問　
一
体
的
に
計
画
さ
れ

て
い
る
防
災
機
能
施
設
整

備
の
必
要
性
は
。

答　
東
日
本
大
震
災
以
降

全
国
的
に
道
の
駅
が
防
災

施
設
と
し
て
注
目
視
さ
れ

て
い
る
が
、
風
の
丘
に
は

防
災
機
能
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
一
体
的

に
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

問　
既
に
総
合
防
災
セ
ン

タ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い
る

の
に
、
な
ぜ
こ
の
狭
い
場

所
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。

答　
市
の
地
域
防
災
計
画

並
び
に
県
の
広
域
防
災
拠

点
配
備
計
画
で
拠
点
施
設

に
指
定
さ
れ
て
お
り
必
要

な
施
設
を
整
備
す
る
も
の

で
あ
る
。

問　
概
算
の
事
業
費
と
財

源
内
訳
は
。

答　
３
年
間
の
概
算
事
業

費
は
、
総
額
10
億
７
３
０

０
万
円
程
で
あ
る
。
内
訳

は
、
駐
車
場
整
備
に
３
億

６
９
０
０
万
円
、
産
業
振

興
拠
点
施
設
に
１
億
９
０

０
０
万
円
、
防
災
館
に
１

億
４
９
０
０
万
円
、
施
設

内
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
２
億

９
４
０
０
万
円
、
看
板
等

整
備
に
７
１
０
０
万
円
で

あ
る
。

　

財
源
は
、
国
費
が
４
億

７
８
０
０
万
円
、
地
方
債

が
４
億
７
８
０
０
万
円
、

一
般
財
源
が
１
億
１
７
０

０
万
円
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
事
業
の
実
施
後
に
課

題
が
残
る
こ
と
が
な
い
よ

う
責
任
あ
る
体
制
の
構
築

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
事
業
が
各
部
門
に
わ

た
る
た
め
、
連
携
を
密
に

し
市
民
か
ら
危
惧
さ
れ
な

い
よ
う
責
任
を
持
っ
て
整

備
し
て
い
く
。

特
定
教
科
集
中
対
策
事

業
に
つ
い
て

問　
事
業
の
内
容
は
。

答　
数
学
へ
の
対
策
は
、

支
援
員
を
各
中
学
校
に
１

名
ず
つ
配
置
す
る
。

　

英
語
に
つ
い
て
は
、
中

学
校
の
教
師
１
名
を
英
語

力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
任
命
し
て
授
業
改
善

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
中

学
３
年
生
全
員
を
対
象
に

実
用
英
語
技
能
検
定
の
受

験
費
用
を
助
成
す
る
。

問　
実
用
英
語
技
能
検
定

を
活
用
す
る
利
点
は
。

答　
生
徒
が
各
自
で
目
標

を
持
っ
て
取
り
組
め
、
客

観
的
に
英
語
力
を
判
断
で

き
る
利
点
が
あ
る
。「
聞

く
」「
話
す
」「
読
む
」「
書

く
」
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
学
習
が
で
き
、
特

に
「
聞
く
」「
読
む
」
こ

と
に
適
し
た
質
の
良
い
教

材
で
あ
る
。
英
語
の
学
び

方
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

重
視
し
た
い
。

会
に
お
願
い
し
て
い
る
。

平
成
27
年
は
鮎
千
匹
、
ウ

ナ
ギ
18
匹
で
あ
り
、
委
託

料
は
28
万
円
で
あ
る
。

問　
地
元
住
民
と
の
協
議

連
携
に
つ
い
て
は
。

答　
委
託
料
や
、
昨
年
の

台
風
被
害
の
件
、
柏
木
平

レ
イ
ク
リ
ゾ
ー
ト
㈱
と
の

連
携
の
も
と
に
地
元
住
民

と
協
議
し
進
め
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
取

り
組
み
の
充
実
を

問　
個
人
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
り
組
み
の
現
状
は
。

答　
昨
年
10
月
か
ら
取
り

組
み
を
始
め
、今
年
１
月
末

ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
金
額

は
、約
２
５
０
０
件
、５
５

０
０
万
円
で
あ
る
。
４
割

が
返
礼
品
、１
割
が
送
料
、

事
務
手
数
料
等
で
１
割
を

使
用
し
、
残
り
４
割
が
自

主
財
源
と
な
る
。
自
主
財

源
の
確
保
、
経
済
の
活
性

化
に
寄
与
し
て
い
る
。

問　
さ
ら
な
る
活
用
が
大

事
で
は
な
い
か
。

答　
返
礼
品
に
つ
い
て
現

在
36
事
業
者
に
参
加
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
事
業
者

の
増
加
に
取
り
組
む
。「
お

ま
け
」
等
、
付
加
価
値
を

高
め
、
遠
野
ら
し
さ
に
こ

だ
わ
っ
た
取
り
組
み
を
し

た
い
。

介
護
難
民
の
心
配
は
な

い
か

問　
市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
１
カ
所
が
廃
止
と
な

る
。
そ
の
要
因
は
何
か
。

答　
介
護
職
員
の
不
足
に

よ
り
施
設
維
持
が
困
難
と

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

問　
介
護
人
材
の
確
保
に

は
、
所
得
の
ア
ッ
プ
・
悪

い
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
・
仕

事
の
社
会
的
な
評
価
を
高

め
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と

考
え
る
が
。

答　
昨
年
、
介
護
職
の
魅

力
向
上
を
目
的
に
市
内
の

医
療
・
介
護
・
福
祉
に
関

係
す
る
若
手
メ
ン
バ
ー

が
、
事
業
所
の
枠
を
超
え

た
任
意
団
体
を
交
流
会
形

式
で
設
立
し
た
。
市
と
し

て
も
介
護
の
仕
事
の
素
晴

ら
し
さ
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
も
含
め
、
こ
の
新

し
い
若
者
の
活
動
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。

問　
要
介
護
認
定
者
数
が

今
後
し
ば
ら
く
増
え
続
け

る
と
推
計
さ
れ
る
な
か
、

す
で
に
介
護
人
材
が
不
足

し
て
い
る
。
近
い
将
来
、

介
護
難
民
が
大
量
発
生
す

る
心
配
は
な
い
か
。

答　
育
成
研
修
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
、

や
り
が
い
を
感
じ
る
方
を

増
や
し
て
、
介
護
を
支
え

る
人
材
確
保
に
努
め
る
。

さ
ら
に
、
平
成
37
年
前
後

か
ら
は
、
要
介
護
認
定
者

数
の
減
少
が
予
測
さ
れ

る
。
要
介
護
認
定
者
減
少

時
の
、
介
護
施
設
の
事
業

運
営
を
支
え
る
体
制
づ
く

り
に
つ
い
て
も
、
次
期
ハ

ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ン
作
成
に

お
い
て
充
分
な
議
論
を
要

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

野
生
鳥
獣
被
害
の
現
状

と
今
後
の
対
策
は

問　
昨
年
製
作
し
た
カ
ラ

ス
の
箱
わ
な
の
扱
い
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
市
街

地
に
お
け
る
カ
ラ
ス
の
糞

害
が
ひ
ど
く
、
観
光
客
へ

の
影
響
等
、
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

答　
平
成
29
年
は
、
そ
の

箱
わ
な
を
活
用
し
て
カ
ラ

ス
の
捕
獲
を
し
て
い
く
。

市
街
地
の
糞
害
対
策
に
つ

い
て
は
、
関
係
部
署
と
協

議
し
対
処
し
て
い
く
。

問　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被

害
額
は
。

答　
平
成
25
年
度
１
億
６

千
万
円
、
平
成
26
年
度
１

億
３
千
万
円
、
平
成
27
年

度
は
１
億
１
千
万
円
で
あ

る
。

問　
遠
野
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
の
充
実
し
た
組
織

活
動
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

答　
広
域
で
の
捕
獲
に
つ

い
て
仕
組
み
と
体
制
を
つ

く
っ
て
い
く
。
猟
友
会
は

65
歳
以
上
が
７
割
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
域

で
有
効
な
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

問　
朝
夕
の
狩
猟
時
間
の

延
長
に
つ
い
て
県
と
協
議

を
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
県
南
地
域
野
生
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
連
絡
会
で

協
議
す
る
。

問　
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
駆
除

に
つ
い
て
の
対
策
は
。

答　
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
外
来

種
で
年
中
捕
獲
で
き
る
。

貸
し
出
し
て
い
る
の
で
、

わ
な
の
活
用
を
広
く
呼
び

掛
け
て
い
く
。

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
地
産

地
消
対
策
は

問　
遠
野
の
名
物
は
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
で
あ
る
。
地
場

産
で
あ
れ
ば
、
よ
り
Ｐ
Ｒ

に
繋
が
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

答　
市
内
で
は
羊
を
飼
っ

て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、

病
気
に
弱
く
経
営
的
に
も

難
し
い
等
の
理
由
か
ら
普

及
し
な
か
っ
た
。
市
と
し

て
は
、
羊
の
飼
養
推
進
よ

り
黒
毛
和
種
を
重
視
し
振

興
し
て
い
る
。

問　
遊
休
農
地
対
策
と
し

て
も
隣
市
で
飼
養
さ
れ
て

学習の質を高めて世界に羽ばたく人材を育てたい

写真の提供：遠野市教育文化振興財団

ワナで捕獲されたハクビシン

予算等審査特別委員会予算等審査特別委員会
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問�

　

多
く
の
事
業
者
、農
家
、

障
が
い
者
就
労
施
設
等

が
、
返
礼
品
事
業
者
と
し

て
参
加
で
き
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
取
り
組
み

は
。答�

　

36
事
業
者
、
１
０
２
品

の
協
力
を
得
て
、
好
評
を

博
し
て
い
る
。
返
礼
品
の

受
付
は
随
時
行
っ
て
お

り
、
手
続
き
も
簡
素
化
し

な
が
ら
窓
口
を
広
げ
て
い

る
。
配
送
手
配
に
つ
い
て

は
、
受
注
に
応
じ
て
商
品

を
梱
包
す
る
だ
け
と
し
て

お
り
、
事
業
者
の
負
担
軽

減
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

問�

　

返
礼
品
の
「
お
ま
け
」

と
し
て
「
ホ
ッ
プ
和
紙
の

カ
ッ
パ
捕
獲
許
可
証
」
や

「
馬
の
蹄
鉄
の
お
守
り
」

を
贈
呈
し
な
が
ら
、
ホ
ッ

プ
や
ビ
ー
ル
、
馬
産
地
遠

野
を
盛
り
上
げ
る
企
画
を

実
施
す
る
等
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
し
て
、
地
場

産
業
の
開
拓
や
活
性
化
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答�

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
遠

野
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
地

域
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ

て
い
く
取
り
組
み
で
あ

る
。「
お
ま
け
」
の
発
想

は
大
変
ユ
ニ
ー
ク
で
遠
野

ら
し
い
取
り
組
み
で
あ

り
、
議
論
検
討
を
深
め
て

い
く
。

問�

　

学
校
は
、
子
ど
も
達
が

多
く
の
時
間
を
過
ご
す
場

所
で
あ
り
、
安
全
・
安
心

で
潤
い
の
あ
る
居
場
所
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ト

イ
レ
の
洋
式
化
と
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
現
状
は
。

答�

　

洋
式
率
は
43
・６
％
で
、

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
。
今
後
は
さ
ら
に
、
洋

式
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
無

い
学
校
に
お
い
て
は
設
置

に
向
け
検
討
す
る
。

問�

　

教
育
の
場
だ
け
で
な

く
、
生
涯
学
習
や
防
災
面

で
も
重
要
な
拠
点
で
あ

る
。
防
災
機
能
の
強
化
を

考
慮
し
た
学
校
施
設
整
備

が
必
要
で
は
。

答�

　

施
設
の
基
本
で
あ
る
耐

震
性
、
耐
火
性
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
確
保
は
、
避
難

所
と
し
て
の
防
災
機
能
上

も
重
要
で
あ
る
。
非※

構
造

部
材
の
定
期
的
な
耐
震
点

検
の
実
施
、
財
源
の
確
保

に
努
め
な
が
ら
雨
漏
り
対

策
の
方
策
を
検
討
す
る
。

さ
ら
に
、非
常
時
の
電
源

や
情
報
通
信
手
段
の
確
保

も
必
要
で
あ
り
、
防
災
担

当
課
と
も
連
携
し
必
要
な

設
備
や
機
能
を
考
慮
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
を

安
心
安
全
な
学
校
施
設
の

充
実
に
向
け
て

小林 立栄  議員
（無会派）
一問一答方式

スローライフカントリーシティ
構想はどうか

舎
暮
ら
し
を
求
め

る
人
々
を
受
け
入

れ
、
移
住
・
定
住
・

交
流
人
口
の
拡
大

に
も
つ
な
が
る
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
カ
ン

ト
リ
ー
シ
テ
ィ
構

想
を
提
唱
す
る
。

答�

　

遠
野
み
ら
い
創
り
カ
レ

ッ
ジ
に
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
が
開
所
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
使
っ
て
田
舎
で
も
で
き

る
新
し
い
働
き
方
の
仕
組

み
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

ま
た
空
き
家
の
実
態
調

査
で
、
少
し
手
を
掛
け
れ

ば
貸
し
出
し
や
売
却
で
き

る
物
件
を
具
体
的
に
20
～

30
件
に
絞
り
込
み
、
リ
フ

ォ
ー
ム
費
用
の
支
援
な
ど

移
住
希
望
者
に
斡
旋
す
る

と
い
っ
た
一
歩
踏
み
込
ん

だ
取
り
組
み
も
必
要
と
考

え
て
い
る
が
、
オ
ー
ル
遠

野
の
体
制
で
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

問�

　

経
済
最
優
先
・
効
率
至

上
主
義
・
資
源
大
量
消
費

社
会
か
ら
、
自
然
回
帰
へ

の
シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
と
田

市
政
へ
の
対
応
や
、
任
期

満
了
を
控
え
て
、
今
秋
の

市
長
選
へ
の
明
確
な
態
度

表
明
に
つ
い
て
伺
う
。

答�

　

遠
野
ス
タ
イ
ル
創
造
・

発
展
総
合
戦
略
を
き
ち
ん

と
し
た
形
に
し
て
、
市
民

協
働
の
仕
組
み
を
よ
り
確

実
に
す
る
こ
と
が
、
私
に

与
え
ら
れ
た
役
割
で
あ
り

責
務
だ
。

　

課
題
が
山
積
す
る
中

で
、
初
心
に
帰
り
、
謙
虚

に
な
り
、
改
め
て
挑
戦
者

の
気
概
で
市
民
の
皆
さ
ん

の
負
託
を
受
け
た
い
。

問�

　

市
長
は
前
回
の
立
候
補

時
に
公
約
と
し
て
「
10
・

と
お
の
約
束
」
を
掲
げ
、

３
期
連
続
無
競
争
で
当
選

さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
公
約
の
実

行
度
・
達
成
度
と
、
未
達

成
事
案
や
問
題
点
・
課
題

等
の
有
無
や
、
直
近
約
３

年
半
の
感
想
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

答�

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
い
う

言
葉
を
使
わ
ず
、「
10
・

と
お
の
約
束
」
と
い
う
形

で
64
項
目
を
掲
げ
、
そ
の

実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
、

「
達
成
・
着
手
」は
59
項
目
、

92
・
2
％
と
な
り
、
概
ね

形
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

未
達
成
事
項
は
、「
教

育
歴
史
資
料
館
の
整
備
」、

「
遠
野
駅
前
民
話
通
り
の

無
電
柱
化
」、「
障
が
い
者

福
祉
施
設
の
整
備
」
な
ど

５
項
目
で
、
場
所
の
選
定

や
財
源
の
確
保
が
課
題
で

あ
る
が
、
新
庁
舎
整
備
、

道
路
・
高
速
イ
ン
フ
ラ
整

備
と
東
工
業
団
地
の
拡

張
、
千
葉
家
住
宅
の
大
規

模
改
修
な
ど
、
一
つ
一
つ

形
に
な
っ
て
現
れ
て
き
て

い
る
。

問�

　

本
年
10
月
22
日
ま
で
の

残
さ
れ
た
任
期
に
お
け
る

公
約
10
の
約
束
の
検
証
と

秋
の
市
長
選
へ
の
対
応
は

一問一答方式

瀧本 孝一  議員
（市民クラブ）

その他の質問
◦�社会貢献型投資の活用につい
て
◦�妊娠期から、出産、子育て期
の切れ目ない支援の充実につ
いて

 

※�

非
構
造
部
材
と
は

　
天
井
部
材
や
外
壁
、
窓
枠
、

ガ
ラ
ス
、照
明
器
具
な
ど
。
柱
、

梁
、
床
等
の
構
造
体
と
区
分
さ

れ
た
部
材
。

今秋、平成 14年 4月以来の
市長選挙投票となるのか！

防災機能強化と合わせ、より安全安心で、
ゆとりと潤いのある施設環境を。

          

※ 関連写真はフリー素材のこちらのイラストに変更したいと思います。 

 

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問�

　

今
回
の
再
編
案
は
２
校

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
閉

じ
、
新
た
に
１
校
新
設
す

る
意
味
か
。

答�

　

１
校
の
新
設
校
と
な
る

場
合
、
学
校
名
や
校
章
、

校
歌
、
制
服
等
、
新
し
く

な
る
が
、
地
域
の
代
表
者

（
市
民
）
で
構
成
す
る
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
そ

の
調
整
結
果
を
尊
重
し
、

県
に
お
い
て
決
定
す
る
。

問�

　

市
民
の
中
に
は
ど
ち
ら

か
一
方
に
統
合
さ
れ
る
と

思
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ

る
よ
う
だ
が
。

答�

　

一
方
の
高
校
が
吸
収
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
両
校

対
等
な
関
係
で
の
統
合

出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
ま

と
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

問�

　

駅
舎
活
用
案
と
し
て

「
駅
ビ
ル
」
や
「
高
齢
者

向
け
市
営
住
宅
」
に
す
る

案
は
ど
う
か
。

答�

　

市
営
住
宅
は
検
討
に
値

す
る
。
様
々
な
選
択
肢
を

Ｊ
Ｒ
側
と
誠
心
誠
意
の
話

し
合
い
の
中
で
議
論
し
て

い
き
た
い
。

問�

　
「
遠
野
駅
舎
の
未
来
を

考
え
る
会
」
の
最
近
の
活

動
状
況
は
。

答�

　

駅
舎
を
中
心
と
し
た
活

性
化
案
を
検
討
す
る
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画

し
、
計
５
回
開
催
し
た
。

現
在
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

ラ
ス
の
創
設
や
空
手
部
、

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
を
創
設

し
て
は
。

答�

　

文
武
両
面
に
お
け
る
魅

力
化
ア
ッ
プ
は
直
ぐ
に
で

も
実
現
可
能
な
も
の
か
ら

着
手
す
る
。
空
手
は
新
年

度
か
ら
２
高
校
と
も
に
部

活
動
と
し
て
取
り
組
む
ほ

か
、
緑
峰
高
校
の
「
馬
事

研
究
会
」
を
部
に
昇
格
さ

せ
る
。

問�

　

市
と
県
が
共
同
で
学
校

運
営
す
る
考
え
方
は
成
り

立
た
な
い
か
。

答�

　

貴
重
な
ご
意
見
と
受
け

止
め
、
高
校
魅
力
化
推
進

事
業
の
取
り
組
み
と
並
行

し
、
調
査
・
検
討
す
る
。

だ
。
前
述
の
検
討
委
員
会

の
調
整
に
よ
っ
て
は
、
両

校
の
歴
史
も
継
承
す
る
事

が
可
能
と
認
識
し
て
い
る
。

問�

　

市
外
の
高
校
を
希
望
す

る
理
由
の
分
析
は
し
て
い

る
の
か
。

答�

　

昨
年
６
月
に
中
学
３
年

生
を
対
象
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は「
部
活
動
」

が
12
％
と
最
も
割
合
が
高

く
、次
い
で
「
大
学
進
学
」

が
11
％
と
い
う
結
果
で
あ

る
。問�

　

市
内
２
高
校
に
特
進
ク

地
元
２
高
校
存
続
に
向
け

部
活
動
等
の
魅
力
化
を

遠野駅舎の活用案と
周辺のまちづくり対策は

萩野 幸弘  議員
（躍進とおの）

一問一答方式

問�

　

教
育
長
が
、
遠
野
の
子

ど
も
達
に
身
に
付
け
さ
せ

た
い
と
し
て
い
る
「
生
き

る
力
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
力
か
。

答�

　

浅
沼
議
員
が
市
長
へ
の

一
般
質
問
の
な
か
で
話
し

た
「
人
に
言
わ
れ
て
や
る

の
で
は
な
く
、
自
分
で
考

え
て
や
る
」。
そ
し
て
市

長
が
浅
沼
議
員
の
人
づ
く

り
に
つ
い
て
の
質
問
へ
の

答
弁
の
中
で
「
課
題
に
気

づ
く
能
力
」、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」、「
解

決
へ
の
行
動
力
」、
そ
れ

ら
が
大
事
だ
と
話
さ
れ
た
。

　

社
会
に
出
て
、
変
化
が

激
し
く
先
行
き
不
透
明
な

な
か
で
生
き
て
い
く
子
ど

も
達
に
、
今
、
身
に
つ
け

さ
せ
る
べ
き
能
力
と
い
う

の
は
、
力
と
い
う
の
は
、

ま
さ
に
そ
う
い
う
も
の
だ

と
考
え
る
。

　

そ
れ
を
学
校
教
育
に
お

き
か
え
る
と
、
知
・
徳
・

体
を
側
面
か
ら
バ
ラ
ン
ス

よ
く
育
て
て
い
く
事
が
と

て
も
大
事
で
あ
り
、
通
じ

る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
改

め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

問�

　
「
生
き
る
力
」
を
育
ん

で
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
施
策
に
取
り
組
む
の

か
。答�

　

現
在
子
ど
も
達
は
、
先

生
の
教
え
込
み
で
は
な

く
、「
わ
か
っ
た
」「
で
き

た
」
を
実
感
で
き
る
た
め

に
、
▽
今
日
は
何
を
勉
強

す
る
の
か
わ
か
る
。
▽
友

達
と
話
し
合
い
を
し
な
が

ら
自
分
の
考
え
を
深
め
て

い
く
。
▽
授
業
の
最
後
に

は
、
今
日
は
こ
う
い
う
こ

と
が
「
わ
か
っ
た
」「
で

き
た
」
と
い
う
事
を
ふ
り

か
え
る
。

　

そ
う
い
う
授
業
を
、
今

遠
野
市
で
は
、
小
中
学
校

の
９
年
間
の
ス
パ
ン
で
取

り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続

き
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
先
生
方
に
は
授

業
力
を
つ
け
て
も
ら
い
た

い
。
そ
れ
に
は
、
目
指
す

授
業
が
ど
う
い
う
も
の
か

を
一
人
一
人
の
先
生
に
イ

メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
先
進
校
の
視
察
を
実

施
し
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ

と
を
、
日
常
の
実
践
に
取

り
入
れ
授
業
実
践
し
た

り
、
お
互
い
に
授
業
を
見

あ
っ
た
り
し
て
授
業
力
を

高
め
て
い
る
。

浅沼 幸雄  議員
（政和クラブ）

子
ど
も
達
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

「
生
き
る
力
」と
は

「
生
き
る
力
」を
育
む
方
策
は

一問一答方式

ＳＬ銀河出発日の遠野駅前の様子
学校・保護者・地域・行政が一体となり育まれる

遠野の子ども達の「生きる力」

その他の質問

◦�平成29年度の施政方針に
ついて

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問�

　
「
羽
ば
た
く
！
遠
野
ス

タ
イ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
予
算
」

と
位
置
付
け
、
総
額
１
７

７
億
９
千
万
円
で
編
成
す

る
一
般
会
計
予
算
、
２
万

８
千
人
市
民
の
負
託
に
ど

の
よ
う
に
答
え
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

　

第
２
ス
テ
ー
ジ
２
年
目

に
向
け
、
二
つ
の
優
先
方

針
の
「
産
業
振
興
・
雇
用

対
策
」
と
「
少
子
化
対
策
・

子
育
て
支
援
」
を
共
通
優

先
課
題
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
か
。

答�

　
「
産
業
振
興
・
雇
用
対

策
」
で
は
、
農
畜
産
業
の

振
興
の
中
で
、
重
点
品
目

作
物
推
進
の
継
続
を
図

り
、
昨
年
、
初
め
て
台
湾

で
の
物
産
展
を
開
催
し
て

販
路
開
拓
を
図
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
今
後
も
更

な
る
拡
大
に
向
け
て
行
き

た
い
。
六
次
産
業
化
推
進

で
は
、東
北
銀
行
と
の「
地

方
創
生
の
連
携
に
関
す
る

協
定
」
に
基
づ
き
、
無
利

子
無
担
保
・
無
保
証
の
金

融
商
品
に
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
「
少
子
化
対
策
・
子
育

て
支
援
」
で
は
、
学
力
向

上
対
策
の
中
で
数
学
に
加

え
、
新
た
に
英
語
の
学
力

向
上
に
も
取
り
組
み
学
習

支
援
の
充
実
を
図
る
。
新

規
事
業
と
し
て
、「
と
お

の
ス
タ
イ
ル
結
婚
応
援
事

業
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域

住
民
、
事
業
者
、
地
区
セ

ン
タ
ー
と
市
が
連
携
協
働

し
人
材
育
成
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
、
そ
し
て
、

出
会
い
の
創
出
を
図
っ
て

い
く
。

問�

　
「
人
づ
く
り
」「
健
康
づ

く
り
」「
地
域
づ
く
り
」

の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

も
と
、
遠
野
市
の
将
来
像

で
あ
る
「
永
遠
の
日
本
の

ふ
る
さ
と
遠
野
」
の
実
現

に
向
け
、
力
強
く
歩
み
始

め
る
年
と
し
た
い
と
述
べ

て
い
る
が
、
こ
の
３
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
事
業
は
。

答�

　

平
成
30
年
東
北
自
動
車

道
釜
石
秋
田
線
の
全
線
開

通
と
国
道
３
４
０
号
立
丸

峠
ト
ン
ネ
ル
化
完
了
を
見

据
え
、
遠
野
東
工
業
団
地

の
拡
張
と
、
遠
野
風
の
丘

の
機
能
充
実
に
取
り
組

む
、
更
に
こ
の
秋
に
供
用

開
始
の
市
役
所
本
庁
舎
等

を
拠
点
に
歩
道
の
融
雪
化

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問�

　

第
2
次
遠
野
市
総
合
計

画
か
ら
特
徴
的
事
業
は
、

特
に
も
新
規
事
業
の
「
広

域
連
携
の
推
進
」
で
、
連

携
先
は
、
花
巻
市
と
明
記

さ
れ
て
い
る
が
。

答�
　

県
の
連
携
事
業
で
花
巻

市
と
の
連
携
に
よ
り
、
補

助
制
度
を
創
設
し
景
観
維

持
や
安
全
対
策
等
の
推
進

を
掲
げ
て
い
く
。

遠
野
市
長
施
政
方
針
演
述
か
ら

見
え
て
く
る
も
の
は

菊池 巳喜男  議員
（市民クラブ）

一問一答方式

問�
　

新
生
児
聴
覚
検
査
（
新

生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
）
に
つ
い
て
、
市
長
の

認
識
を
伺
う
。

答�

　

出
産
し
た
医
療
機
関
で

生
後
3
日
前
後
に
実
施
す

る
新
生
児
聴
覚
検
査
は
、

先
天
性
の
聴
覚
障
が
い
を

早
期
に
発
見
し
、
適
切
な

聴
覚
補
助
や
言
語
発
達
の

た
め
の
療
育
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
の
、
極
め
て
重

要
な
検
査
で
あ
る
。
療
育

支
援
の
早
期
開
始
に
よ

り
、
言
語
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
・
社
会
性
な
ど

の
良
好
な
発
達
が
見
込
ま

れ
る
。

問�

　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
医

療
保
険
適
用
外
の
た
め
自

費
診
療
と
な
る
。
費
用
の

負
担
が
検
査
実
施
の
枷

（
か
せ
）と
な
っ
て
い
る
の

で
は
。
国
か
ら
市
町
村
に

対
し
て
地
方
交
付
税
措
置

も
な
さ
れ
て
い
る
。
費
用

の
一
部
助
成
で
は
な
く
全

額
を
補
助
す
る
考
え
は
。

答�
　

公
費
助
成
を
実
施
し
て

い
る
市
町
村
は
全
国
的
に

も
少
な
く
、
岩
手
県
内
で

は
例
が
な
い
。
検
査
費
用

の
金
額
は
、
医
療
機
関
に

よ
り
か
な
り
の
差
が
あ
る

た
め
、
市
民
が
利
用
し
て

い
る
出
産
医
療
機
関
の
検

査
件
数
・
費
用
を
勘
案
し
、

助
成
額
の
上
限
を
５
千
円

と
し
た
。
平
成
27
年
度
の

本
市
に
お
け
る
聴
覚
検
査

未
実
施
の
新
生
児
は
一

割
。
公
費
助
成
を
行
う
こ

と
で
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
、
全
て
の

新
生
児
が
検
査
を
受
け
る

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問�

　

要
支
援
児
童
及
び
そ
の

保
護
者
に
対
す
る
多
面
的

な
支
援
が
、
遅
滞
な
く
円

滑
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

答�

　

聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に

は
医
療
に
つ
な
ぎ
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
取
得
、
補

聴
器
購
入
補
助
な
ど
の
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。
現

在
、聴
覚
障
が
い
に
よ
り
、

３
人
の
児
童
生
徒
が
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
、
手
帳

の
取
得
に
至
ら
な
い
軽
中

等
度
の
障
が
い
の
場
合
で

も
、
こ
の
３
年
間
で
２
人

に
対
し
て
補
聴
器
購
入
を

補
助
し
て
い
る
。
平
成
28

年
度
に
は
「
き
こ
え
の
教

室
」
を
設
置
し
、
児
童
１

人
を
受
け
入
れ
、
個
別
の

指
導
や
配
慮
を
す
る
と
と

も
に
、
健
常
児
と
一
緒
に

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
要
支
援
児
や

そ
の
保
護
者
が
安
心
し
て

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
関

係
機
関
の
連
携
を
継
続
す

る
。

菊池 美也  議員
（政和クラブ）

県
内
に
先
駆
け
、

新
生
児
聴
覚
検
査
の
費
用
を
助
成

一問一答方式

その他の質問

◦�受動喫煙防止対策につ
いて

新生児聴覚スクリーニングは、数分程度で簡単に終わります。
痛みはもちろん、赤ちゃんへの負担は一切ありません。

その他の質問

◦�地域おこし協力隊による
事業推進状況について

平成30年開通に向け工事が進む釜石自動車道（鍋倉トンネル付近）

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問�

　

第
２
次
遠
野
市
農
林
水

産
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
で
第
一

次
産
業
は
ど
う
あ
る
べ
き

と
判
断
し
て
い
る
の
か
。

農
家
の
経
営
改
善
及
び
生

産
と
収
入
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
市
は
力
を
注
ぐ
べ

き
で
は
。
農
業
政
策
が
改

正
さ
れ
る
と
き
、
綿
密
な

農
家
支
援
に
ど
う
臨
む
の

か
。

答�

　

農
業
生
産
額
は
25
年
度

72
億
円
、
26
年
度
は
米
価

下
落
の
影
響
で
67
億
円
に

減
少
し
た
が
、
子
牛
価
格

高
騰
な
ど
で
畜
産
が
44
億

円
と
生
産
額
の
合
計
は

75
億
円
に
な
っ
た
。
今
計

画
期
間
内
の
取
り
組
み
体

制
と
推
進
は
、
引
き
続
き

県
、
農
協
、
生
産
者
と
の

総
合
力
に
よ
る
農
業
振
興

を
行
う
。

　

各
農
家
に
合
っ
た
多
様

答�

　

毎
年
、
和
牛
初
競
り
に

参
加
し
て
い
る
。
昨
年
11

月
に
は
、
台
湾
台
中
市
の

大
手
ス
ー
パ
ー
と
「
地
方

創
生
連
携
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
た
。
今
後

も
農
家
の
意
欲
を
引
き
出

す
た
め
自
ら
先
頭
に
立
ち

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
し
て

い
く
。

な
支
援
体
制
が
大
事
。
原

点
で
あ
る
農
家
の
所
得
向

上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

の
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
農
業
政
策
改
正

は
小
規
模
農
家
の
経
営
が

難
し
く
な
る
と
感
じ
る
。

新
た
な
作
物
導
入
に
よ
る

複
合
経
営
、
集
落
営
農
に

よ
る
土
地
利
用
等
を
推
進

し
た
い
。

問�

　

産
地
間
競
争
の
中
で
持

続
可
能
な
生
産
活
動
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
る
。
市

民
の
旗
振
り
役
と
し
て
、

生
産
者
と
市
場
に
出
向
い

て
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が

重
要
で
は
。

問�
　

市
長
は
以
前
、
林
業
大

学
校
構
想
を
発
言
し
て
い

た
が
、
林
業
大
学
校
は
森

林
整
備
に
関
す
る
専
門
的

知
識
や
技
術
を
学
び
、
即

戦
力
と
な
る
人
材
の
育
成

を
図
る
も
の
で
、
そ
の
誘

致
に
取
り
組
む
べ
き
で
な

い
か
。

答�

　

平
成
23
年
１
月
に
遠
野

市
林
業
大
学
校
構
想
検
討

委
員
会
を
設
置
し
て
検
討

し
て
き
た
。
岩
手
県
は
今

年
４
月
「
い
わ
て
林
業
ア

カ
デ
ミ
ー
」
を
開
校
す
る

が
、
林
業
大
学
校
構
想
の

人
材
育
成
は
、
林
業
ア
カ

デ
ミ
ー
の
幅
広
い
研
修
と

立
ち
位
置
が
違
う
と
認
識

し
て
い
る
。
目
的
の
林
業

大
学
校
誘
致
に
向
け
た
活

動
は
引
き
続
き
展
開
し
て

い
く
。

遠
野
市
が
目
指
す
第
一
次
産
業

農
家
支
援
に
ど
う
臨
む
の
か

林業大学校
構想の見通しは

多田 勉  議員
（躍進とおの）

一問一答方式

問�

　

人
材
育
成
の
基
幹
と
も

い
え
る
学
校
教
育
に
つ
い

て
、
市
内
の
児
童
生
徒
の

学
力
は
、
様
々
な
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

遠
野
市
で
は
、
小
中
学
校

が
連
携
し
た
、
義
務
教
育

９
年
間
を
通
し
た
学
力
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
児
童
生
徒
の
学
力
の

現
状
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答�

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
３

つ
の
中
学
校
区
ご
と
に
小

中
学
校
が
連
携
し
て
、「
授

業
改
善
」
を
中
心
と
し
た

学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
る
。年
々
教
職
員
の「
授

業
改
善
」
へ
の
意
識
が
高

ま
っ
て
お
り
、
今
年
度
の

岩
手
県
学
習
状
況
調
査
で

は
、
県
平
均
を
上
回
る
教

科
も
出
る
な
ど
、
成
果
が

現
れ
始
め
て
い
る
。

問�
　

学
力
向
上
に
つ
い
て
、

各
種
調
査
か
ら
明
ら
か
と

な
っ
た
課
題
は
何
か
。
ま

た
、
そ
の
課
題
解
決
の
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
か
。

答�

　

重
要
な
課
題
を
５
項
目

と
捉
え
て
お
り
、
①
授
業

改
善
に
よ
る
授
業
の
質
向

上
、
②
家
庭
学
習
の
充
実

の
た
め
の
家
庭
・
地
域
や

児
童
館
と
の
連
携
、
③
各

校
の
課
題
解
決
の
た
め
の

教
職
員
の
共
通
理
解
の
推

進
、
④
中
学
校
数
学
の
学

力
向
上
の
た
め
の
学
習
支

援
員
の
配
置
、
⑤
英
語
力

向
上
の
た
め
英
検
を
活
用

し
た
新
た
な
事
業
の
立
ち

上
げ
に
取
り
組
む
。

問�

　

教
育
は
人
づ
く
り
。
視

野
の
広
い
教
育
が
必
要
で

あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

づ
く
り
の
た
め
に
は
海
外

経
験
、
外
国
語
の
習
得
が

欠
か
せ
な
い
。

　

今
後
の
日
本
に
と
っ
て

必
要
な
力
を
持
つ
人
材
を

養
成
し
て
い
く
こ
と
が
、

「
永
遠
の
日
本
の
ふ
る
さ

と
遠
野
」
に
近
づ
く
こ
と

に
な
る
と
思
う
が
、
教
育

長
の
考
え
は
。

答�

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
は

言
語
や
文
化
が
異
な
る

人
々
と
積
極
的
に
交
流
す

る
た
め
、
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

　

チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
市
と
の

交
流
に
よ
り
中
高
生
が
海

外
の
生
活
や
文
化
を
経
験

す
る
機
会
を
設
け
る
ほ

か
、
来
年
度
よ
り
英
検
を

活
用
し
た
実
用
的
な
英
語

の
向
上
に
力
を
い
れ
て
い

く
。

細川 幸男  議員
（無会派）

児
童
生
徒
の
学
力
の
現
状
と

学
力
向
上
対
策
は

一括方式

遠野の児童生徒の学力向上に期待

全国的に林業技術者の養成が求められている

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）



議
会
へ
の
提
言
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す！

《応募方法》　クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書き
のうえ、ハガキやメールでご応募ください。議会だより
を読んだ感想や、議会へのご意見もお書き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。応募者の中から、抽選で３名の
方にすずらん商品券1,000円分をお贈りします。
（当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。）
《あ て 先》 〒028-0392  遠野市宮守町下宮守 29-77
　　　　　 遠野市議会事務局 宛
メールでも応募できます！！   gikai@city.tono.iwate.jp
《しめきり》　平成29年5月31日（当日消印有効）

環境にやさしい
植物性100％インク
を使用しています

〒028-0392　岩手県遠野市宮守町下宮守29地割77番地	 TEL 0198-67-2111
ホームページ　http://www.city.tono.iwate.jp/	 	 E-mail　gikai@city.tono.iwate.jp
【印刷】株式会社 東海印刷所

とおの議会だより

～議会だより48号クイズの答え～
その①　声　　その②　提言書　　その③　わさび

【発行責任者】遠野市議会議長  新田勝見　 【編集】広聴広報常任委員会No.49

広聴広報常任委員 �
  ▪委員長▪ 菊池 巳喜男　　 ▪副委員長▪ 小林 立栄
  ▪委　員▪ 菊池  充・照井 文雄・多田  勉・菊池 美也

　20歳から18年間、高齢者福祉の仕事一筋
で来ました。高齢者福祉の仕事は、高齢者の
生活・人生・生命を支えるという大きな役割
もありますが、一番近くで人生の先輩からた
くさんの知恵や人間としてのあり方を学ぶこ
とができる絶好の機会であり、仕事を通じて

高齢者から豊かに生きる知恵を教えられます。
　しかし、いま福祉の業界は慢性的な人材不
足です。昨年６月遠野市内の福祉関係事業所
の若手職員20人で遠野の介護業界をもっと盛
り上げ、介護の仕事の価値を高めようと「遠
野ケアイノベーション会議」という団体を立ち
上げました。若手職員が円陣を組み、将来を
担う学生や地域住民を巻き込みながら活動す
ることで、人材不足に歯止めをかけ、遠野の
福祉の明るい未来を創りたいと思っています。
そして、その一翼を仲間と担い人生の先輩、親
への最幸の恩返しが出来ればと思っています。

とおの
議会だより クイズ

●欄に適切な言葉を入れて
下さい

この議会だよりの中に答えがあるので、
最初から最後まで読んでみてください

編
　
集
　
後
　
記

　
震
災
か
ら
６
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
し
か
し
、
避
難
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
人
々
に
対
す
る

い
じ
め
が
報
道
さ
れ
る
な
ど
、

本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
は
一
日
も
早
い
復
興
を
と

願
っ
て
い
る
の
に
。

　
さ
て
、
議
会
だ
よ
り
の
発
行

は
今
年
度
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
市
民
が
手
に
取
り
、

１
ペ
ー
ジ
、
２
ペ
ー
ジ
と
め
く

っ
て
も
ら
え
ば
い
い
な
あ
、
と

思
う
反
面
、
内
容
が
十
分
に
伝

わ
る
の
か
と
不
安
に
思
う
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
編
集

に
携
わ
る
我
々
委
員
は
、
老
眼

鏡
を
着
け
た
り
外
し
た
り
、
一

字
一
句
に
チ
ェ
ッ
ク
。
そ
れ
で

も
完
璧
と
は
言
え
な
い
。
ど
う

か
こ
れ
か
ら
も
忌き

憚た
ん

の
な
い
ご

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
勉
）

わたしのひとこと

その ❶   平成 29 年度一般会計当初予算は●●
●億 9,000 万円！
その ❷   遠野スタイルチャレンジ予算の５つ目の

チャレンジ、人づくり、健康づくり、●●づくり！
その ❸   毎年、３月定例会では、遠野市長によ

る●●●●演述が行われ、新年度の
市の取り組みが示されます。

松 田　 学 さん
（鶯崎町）

平成29年６月議会定例会の本会議及び特別委員会の会期は、６月９日から16日を予定しております。
本会議は６月９日と16日、一般質問は12日と13日、予算等審査特別委員会は15日と16日です。

このコーナーは、市民の皆様のまちづくりの夢や希望
などを掲載しています。掲載を希望される方は、お気
軽に当事務局までお申し出ください。


